
特集４ 学習習慣の確立 

 

 

 

 

 本号は、学力向上の４つの重点取組事項の４点目「学習習慣の確立」についての好事例と、補充

学習の充実に向けた好事例を紹介します。どちらの事例も、中学校において、生徒の主体性を大切

にし、学びに向かう力を引き出そうとする取組です。 

 

 
 

周南市立熊毛中学校では、生徒が自主的・計画的に家庭学習を行えるよう、授業と家庭学習をつ

なぐ工夫を行っています。具体的には、全校体制で次の３点の徹底を図っています。 
 
 

 

授業の終わりに、振り返りシートに

自己評価や質問などを必ず記入させま

す。ここで記入したことが、家庭学習

へとつながっていくこともあります。 

また、右のシートのように、教科担

当の教員は、「ききに来て～！！」「た

くさん解いて慣れよう！」「こうして

メモしておくといいね！」など、簡単

なコメントを書き、励ましたり、課題

解決のヒント与えたりしています。 
 
 
 

授業の最後に、教員は家庭学習のポイントを示し

ます。生徒は提示されたポイントをヒントにして、

家庭学習の内容を決めていきます。 
 

 

アップタイムとは、その日の授業を振り返り、家

庭学習の計画を立てる時間であり、終学活を１０分

間延長して行います。生徒は、振り返りシートや、

授業ノート、自主勉強ノートを見ながら、何を学習

するか決め、自主勉強ノートの上部に家庭学習のめ

あてを書きます。その後、学習委員がめあてを書い

ているかどうかチェックをします。 

このように、アップタイムの実施により、家庭で

の自主勉強の内容に悩むことなく、すぐに学習に取

りかかったり、授業での疑問を解決したりでき、生

徒の家庭学習の充実や学習内容の定着を図ることで

きました。 

 

わかる喜び できる楽しさ 学び続けるやまぐちっ子 ～ 高めよう授業力 育てよう学習力～ 

～ 
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① 振り返りシートの活用 

② 家庭学習のポイントを提示 

③ アップタイムの実施 

家庭学習のめあてを
書く 

まとめや振り返りを
書く 

「振り返りシート」と「アップタイム」 



特集５ 補充学習の充実 

 
 

和木町立和木中学校では、３年生の実

行委員会の企画・運営により、「学び合

いＮｏ.１教室」（通称：マナワン）が始

まりました。 

 

 

「学力を高めたい。そのために、自分

たちの手で、互いに学び合う場をつくり

たい。」そんな生徒の思いから始まった

「学び合いＮｏ.１教室」ですが、自主的

に運営できるように、実行委員会で右の

企画書を作成し、教職員と全校生徒の同

意を得た上で実施しています。 

 

 

実行委員会で、当日

までに、会場となる教

室を押さえておきま

す。開催日の放課後に

は、会場の入り口に貼

り紙をしたり、黒板に

「学び合いＮｏ.１教

室」と明記したりする

など、会場の準備とと

もに、放送で開催を呼びかけています。３学期の参加者はほとんどが３年生でしたが、テスト期間

中など、部活動が休みの時には１・２年生も積極的に参加していました。 

 

 

参加する生徒はルールを守り、自分の課題に黙々と取り組んで

います。さらに、ルールにあるように、生徒は分からない箇所を

積極的に質問して教え合い、学び合っています。まさにこれこそ、

「学び合いＮｏ.１教室」で最も大切にしていることです。  

生徒からは、「分からないことを分かるようにして家に帰るこ

とで、家庭学習がはかどるようになってきた」「友達に説明する

ことで、自分の考えを整理できた」など

といった声が聞かれており、取組の成果

が徐々に表れているようです。 

教員も時間があれば参加し、質問に答

えたり、励ましたりしており、こうした

生徒の学び合う姿は、授業などでも多く

見られるようになってきました。 

① 実行委員会による企画 

③ 生徒同士の学び合い 

② 実行委員会による運営 

「学び合いＮｏ．１教室」 「学び合いＮｏ．１教室」 


